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統
計
局
が
二
月
に
公
表
し
た
国
内

外
へ
の
人
の
移
動
に
関
す
る
統
計
に

よ
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
九
月
ま
で
の

一
二
カ
月
に
お
け
る
人
の
純
流
入
数

（
国
内
へ
の
流
入
者
数
か
ら
国
外
へ

の
流
出
者
数
を
除
い
た
も
の
）
は
二

九
万
八
〇
〇
〇
人
と
ほ
ぼ
一
〇
年
ぶ

り
の
水
準
と
な
っ
た
。
欧
州
域
内
か

ら
の
労
働
者
の
継
続
的
な
流
入
拡
大

に
加
え
、
域
外
か
ら
の
労
働
者
に
つ

い
て
も
、
金
融
危
機
以
降
初
め
て
流

入
者
数
が
流
出
者
数
を
上
回
っ
て
い

る
。域

内
出
身
の
労
働
者
は 

一
〇
年
間
で
二
・
五
倍
に

　

外
国
人
の
純
流
入
数
が
増
加
し
た

主
な
要
因
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
労
働
者

の
増
加
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
旧
加
盟
国
か
ら
の
就
労
目
的
の

外
国
人
の
流
入
は
、
と
く
に
二
〇
一

二
年
後
半
か
ら
拡
大
し
続
け
て
お
り
、

中
で
も
就
職
目
的
の
（
予
め
仕
事
が

決
ま
っ
て
い
る
）
流
入
者
が
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
に
就

労
が
自
由
化
さ
れ
た
ル
ー
マ
ニ
ア
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
の
就
労
目
的
の
純

流
入
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る(

多
く

は
求
職
者)

ほ
か
、
二
〇
〇
四
年
の

Ｅ
Ｕ
加
盟
八
カ
国
か
ら
の
就
労
目
的

の
流
入
者
に
つ
い
て
も
、
増
加
幅
は

昨
年
か
ら
縮
小
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

純
流
入
数
で
は
依
然
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
域
外
か
ら
の
労
働
者

に
つ
い
て
も
、
流
入
者
の
増
加
と
流

出
者
の
減
少
が
同
時
に
生
じ
た
こ
と

に
よ
り
、
二
〇
〇
八
年
以
降
初
め
て

就
労
目
的
の
純
流
入
数
が
増
加
に
転

じ
た
。

　

一
方
、
国
内
に
滞
在
し
て
い
る
外

国
出
生
者
の
就
業
状
況
を
み
る
と
、

域
内
出
身
者
が
一
九
〇
万
人
、
域
外

出
身
者
が
二
八
八
万
人
、
計
四
七
八

万
人
が
就
労
し
て
お
り
、
全
体
で
は

二
〇
〇
四
年
以
降
の
一
〇
年
間
で

一
・
八
倍
、
と
く
に
域
内
出
身
者
に

つ
い
て
は
二
・
五
倍
と
急
速
な
就
業

者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。

背
景
に
国
内
労
働
者
の
育
成
不
足

　

こ
の
と
こ
ろ
の
景
気
回
復
や
雇
用

状
況
の
改
善
を
受
け
て
、
国
内
で
は

人
手
不
足
へ
の
対
応
を
求
め
る
声
が

聞
か
れ
る
。
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
は
、
こ
う
し
た
労
働
力
需
要
の

拡
大
に
対
す
る
即
効
性
が
期
待
さ
れ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

建
設
業
の
専
門
技
術
者
の
団
体
Ｃ
Ｉ

Ｏ
Ｂ
は
、
国
内
の
建
設
労
働
者
の
多

く
を
占
め
る
四
〇
～
五
〇
歳
層
の
間

で
今
後
急
速
に
引
退
者
が
増
加
す
る

と
み
ら
れ
る
が
、
一
方
で
新
た
に
訓

練
を
受
け
る
若
年
層
は
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
人
材
不

足
が
深
刻
化
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
長
期
的
な
国
内
労
働
者

の
育
成
に
向
け
た
訓
練
や
支
援
の
強

化
と
並
行
し
て
、
短
期
的
に
は
外
国

人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
よ
り
人
材

不
足
を
補
う
こ
と
の
重
要
性
を
Ｃ
Ｉ

Ｏ
Ｂ
は
主
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
外
国

人
労
働
者
の
抑
制
策
を
進
め
て
い
る

政
府
に
も
、
一
部
の
職
種
に
お
け
る

人
手
不
足
の
緩
和
に
、
外
国
人
労
働

者
に
よ
っ
て
対
応
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
み
ら
れ
る
。

　

政
府
の
諮
問
機
関M

igration 
A

dvisory C
om

m
ittee

（
Ｍ
Ａ
Ｃ
）

は
二
月
、
専
門
技
術
者
の
受
け
入
れ

に
関
す
る
労
働
力
不
足
職
種
リ
ス
ト

の
二
年
ぶ
り
と
な
る
見
直
し
案
を
ま

と
め
た
。
政
府
が
昨
年
九
月
に
行
っ

た
諮
問
を
受
け
た
も
の
で
、
現
行
の

リ
ス
ト
に
は
含
ま
れ
な
い
が
労
働
力

不
足
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る

分
野
に
関
し
て
、
職
種
の
追
加
な
ど

の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
政
府

が
検
討
対
象
と
し
て
あ
げ
て
い
た
の

は
、
①
保
健
分
野
の
大
卒
相
当
以
上

レ
ベ
ル
の
諸
職
種
（
上
級
医
師
、
看

護
師
、
訓
練
医
な
ど
）
の
ほ
か
、
②

同
じ
く
大
卒
相
当
以
上
レ
ベ
ル
の
Ｉ

Ｔ
分
野
の
職
種
、③
送
電
線
技
師（
低

圧
電
流
）
の
三
分
野
だ
。

　

Ｍ
Ａ
Ｃ
は
国
内
の
人
材
の
需
給
状

況
の
ほ
か
、
賃
金
水
準
、
人
材
育
成

状
況
な
ど
を
勘
案
の
う
え
、
一
二
の

職
業
名
の
追
加
と
、
七
つ
の
職
業
名

の
削
除
を
改
定
案
と
し
て
ま
と
め
た
。

そ
の
多
く
は
保
健
分
野
に
関
す
る
も

の
で
、
個
別
分
野
の
上
級
医
師
や
専

門
医
の
職
業
名
の
追
加
・
削
除
の
ほ

か
、
救
急
医
療
お
よ
び
精
神
科
の
訓

練
医
を
新
た
に
リ
ス
ト
に
追
加
す
る
。

さ
ら
に
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
は
救
急
救
命
士
を

新
た
に
リ
ス
ト
に
加
え
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
る
。
救
急
救
命
士
は
、
受

け
入
れ
制
度
に
お
け
る
専
門
技
術
者

の
要
件
（
大
卒
相
当
以
上
）
に
合
致

し
な
い
職
業
だ
が
、
近
年
の
需
要
の

拡
大
に
国
内
で
の
育
成
が
対
応
で
き

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
は
短
期

労
働
者
な
ど
他
の
ス
キ
ー
ム
を
通
じ

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

Ｍ
Ａ
Ｃ
は
、
国
内
で
は
救
急
救
命
士

の
学
士
レ
ベ
ル
の
資
格
の
新
設
と
そ

の
取
得
の
義
務
化
が
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
四
年
の
う
ち
に
資
格
保
有
者

が
供
給
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
救
急
救
命
士
を
大
卒

相
当
資
格
の
職
業
と
み
な
す
と
と
も

に
、
こ
れ
を
リ
ス
ト
に
含
め
て
、
相

応
の
資
格
保
有
者
の
受
け
入
れ
を
可

能
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
近
年
不
足
が
い
わ
れ
て

い
る
家
庭
医
に
つ
い
て
も
、
リ
ス
ト

へ
の
追
加
の
是
非
が
検
討
さ
れ
た
が
、

育
成
途
上
の
学
生
が
一
定
数
確
保
さ

れ
て
お
り
、
保
険
省
に
よ
る
促
進
策

も
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

追
加
は
見
送
ら
れ
た
。

　

一
方
で
、
リ
ス
ト
か
ら
の
削
除
が

提
案
さ
れ
た
保
健
分
野
の
三
職
種
に

は
、
看
護
師
（
新
生
児
・
小
児
科
の

集
中
治
療
に
係
る
専
門
看
護
師
）
が

含
ま
れ
る
。
看
護
師
は
、
医
師
と
な

ら
ん
で
労
働
市
場
テ
ス
ト
（
一
定
期

間
の
求
人
に
よ
っ
て
人
材
を
確
保
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
）
を
通
じ

た
受
け
入
れ
で
多
く
を
占
め
る
職
種

の
一
つ
だ
が
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
は
今
回
の
検

討
で
、
国
内
に
お
け
る
人
材
不
足
を

裏
付
け
る
十
分
な
証
拠
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
と
し
て
、
リ
ス
ト
か
ら
の
削

除
を
提
案
、
ま
た
医
療
機
関
に
お
け

る
看
護
師
の
不
足
は
、
む
し
ろ
政
府

の
歳
出
削
減
策
の
一
環
と
し
て
看
護

師
の
数
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

募
集
時
の
労
働
条
件
の
低
さ
が
影
響

し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
Ｉ
Ｔ
分
野
で
は
、
生
産

管
理
者
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
、
上
級
開
発
者
、
サ
イ
バ
ー･

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
専
門
家
の
四
つ
の
職

業
名
の
追
加
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ

に
は
、
五
年
以
上
の
職
務
経
験
お
よ

び
チ
ー
ム
を
指
導
し
た
経
験
が
前
提

と
な
り
、
か
つ
中
小
規
模
の
雇
用
主

に
受
け
入
れ
許
可
を
限
定
す
る
こ
と

が
併
せ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
低
圧
電
流
の
送
電
線
技
師

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
受
け
入
れ
可

能
な
職
業
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
に

伴
っ
て
リ
ス
ト
か
ら
削
除
さ
れ
た
経

緯
が
あ
る
。
Ｍ
Ａ
Ｃ
は
、職
務
内
容
・

給
与
水
準
に
よ
り
限
定
す
る
形
で
の

追
加
を
提
案
し
て
い
る
。

【
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二
三
六
都
市
、
参
加
者
約
六
万
人

の
フ
ァ
イ
ト
・
フ
ォ
ー
・
フ
ィ
フ

テ
ィ
ー
ン(F

ight for F
ifteen)

運

動
が
四
月
一
五
日
に
全
米
で
展
開
さ

れ
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
は
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
は
じ
め
と
す
る

フ
ァ
ス
ト
・
フ
ー
ド
店
だ
っ
た
。
連

邦
最
低
賃
金
が
七
・
二
五
ド
ル
に
と

ど
ま
る
な
か
、
人
間
ら
し
い
生
活
が

で
き
る
最
低
水
準
と
な
る
貧
困
ラ
イ

ン
を
上
回
る
賃
金
、
一
五
ド
ル
を
獲

得
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。

生
活
で
き
る
賃
金
を
求
め
て

　

経
済
政
策
研
究
所(E

conom
ic 

P
olicy Institute)

は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
小
売
産
業
で
働

く
労
働
者
の
賃
金
は
他
産
業
で
働
く

労
働
者
の
賃
金
よ
り
も
三
二
・
四
％

低
く
、
働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
貧
困
ラ
イ
ン
を
下
回
る
、
い
わ
ゆ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
比
率
が
一

〇
・
一
％
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
他
産

業
で
働
く
労
働
者
の
六
・
六
％
が

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
で
あ
る
こ
と
と

比
べ
れ
ば
は
る
か
に
高
い
。

　

二
〇
一
五
年
の
貧
困
ラ
イ
ン
は
四

人
家
族
で
、
二
万
四
五
二
〇
ド
ル

だ
っ
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
状

態
に
あ
る
労
働
者
の
う
ち
、
四
一
・

五
％
が
な
ん
ら
か
の
社
会
保
障
を
受

け
て
お
り
、
そ
の
総
額
は
年
間
一
三

四
億
ド
ル
に
達
す
る
と
い
う
。

　

低
賃
金
に
あ
え
い
で
い
る
の
は
、

フ
ァ
ス
ト
・
フ
ー
ド
や
小
売
と
い
っ

た
産
業
で
働
く
労
働
者
と
そ
の
家
族

だ
け
で
は
な
い
。
経
済
政
策
研
究
所

は
大
学
新
卒
者
の
賃
金
に
つ
い
て
も

調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
比
で
賃
金

が
七
・
七
％
減
少
す
る
と
と
も
に
、

二
六
万
人
が
最
低
賃
金
水
準
で
働
い

て
い
る
と
す
る
。

　

同
じ
こ
と
は
製
造
業
に
も
い
え
る
。

法
・
経
済
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
Ｎ
Ｅ

Ｌ
Ｐ
が
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
発
表

し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
製
造
業
で

働
く
労
働
者
の
う
ち
六
〇
万
人
が
時

給
九
・
六
ド
ル
以
下
で
、
一
五
〇
万

人
が
時
給
一
一
・
九
一
ド
ル
以
下
で

働
い
て
い
る
と
い
う
。
Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
に

よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
の
四

二
％
が
時
給
一
五
ド
ル
未
満
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
働
い
て
い
る
労

働
者
の
課
題
は
、
時
給
の
低
さ
だ
け

で
は
な
い
。
経
営
者
に
よ
る
柔
軟
な

雇
用
の
活
用
が
進
ん
だ
た
め
に
、
ま

と
ま
っ
た
時
間
数
を
働
く
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
年
収
が
低
い
。
最
低

賃
金
で
週
五
日
、
一
日
八
時
間
働
い

た
と
し
て
も
貧
困
ラ
イ
ン
を
下
回
る

計
算
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
週
五
日
、

一
日
八
時
間
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

結
果
と
し
て
、
貧
困
ラ
イ
ン
を
下
回

る
年
収
し
か
手
に
で
き
ず
、
健
康
保

険
や
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
の
対
象

外
と
な
っ
て
し
ま
う
。
フ
ァ
イ
ト
・

フ
ォ
ー
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン
運
動
の

背
景
に
は
こ
う
し
た
全
米
で
拡
大
す

る
低
賃
金
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、

フ
ァ
ス
ト
・
フ
ー
ド
店
の
多
く
は
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
経
営
を
し
て
お
り
、

本
体
企
業
は
労
働
条
件
や
安
全
衛
生
、

団
体
交
渉
と
い
っ
た
責
任
と
は
無
関

係
と
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
異
議
を
唱
え
て
、

本
体
企
業
に
雇
用
主
責
任
を
負
わ
せ

る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
労
働
組
合

を
組
織
し
や
す
く
す
る
こ
と
も
運
動

の
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

共
同
経
営
者
と
し
て
の 

法
的
責
任
も
課
題
に

　

フ
ァ
イ
ト
・
フ
ォ
ー
・
フ
ィ
フ

テ
ィ
ー
ン
運
動
は
、
店
舗
前
で
参
加

者
が
行
う
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

が
中
心
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

多
く
の
フ
ァ
ス
ト
・
フ
ー
ド
店
は

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
経
営
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
採
用
や
労
働
条
件

な
ど
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
の
オ
ー

ナ
ー
に
責
任
が
あ
る
と
し
て
、
本
体

企
業
と
は
無
関
係
と
す
る
立
場
を

と
っ
て
き
た
。
時
給
一
五
ド
ル
を
求

め
る
運
動
に
つ
い
て
も
、
判
断
す
る

こ
と
が
自
分
た
ち
に
は
で
き
な
い
と

主
張
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
組
合
側
に

立
つ
法
学
者
、
弁
護
士
、
お
よ
び
法
・

経
済
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
Ｎ

Ｅ
Ｌ
Ｐ
と
い
っ
た
法
律
系
の
専
門
家

は
、
労
働
条
件
や
安
全
衛
生
、
人
種

差
別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
課

題
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店

の
オ
ー
ナ
ー
と
本
体
企
業
の
双
方
に

共
同
経
営
者
と
し
て
の
法
的
責
任
が

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
訴
え

を
全
国
労
働
関
係
委
員
会

（N
ational L

abor R
elations 

B
oard

）
に
対
し
て
起
こ
し
た
。

　

現
在
、
審
理
が
進
行
中
な
の
は
、

「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
オ
ー
ナ
ー
に

よ
る
不
当
労
働
行
為
」「
店
舗
に
お
け

る
安
全
衛
生
配
慮
義
務
」「
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
店
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
超
過

勤
務
手
当
の
未
払
い
や
休
息
時
間
不

付
与
」「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
オ
ー

ナ
ー
に
よ
る
人
種
差
別
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
よ
る
解
雇
」
に
関
し
て
、
本

体
企
業
に
責
任
が
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
の
四
つ
で
あ
る
。

労
組
と
草
の
根
組
織
の
連
携

　

フ
ァ
イ
ト
・
フ
ォ
ー
・
フ
ィ
フ

テ
ィ
ー
ン
運
動
の
中
核
を
担
っ
た
の

は
、サ
ー
ビ
ス
従
業
員
労
働
組
合（
Ｓ

Ｅ
Ｉ
Ｕ
）
と
地
域
住
民
の
組
織
、
学

生
、
中
小
企
業
事
業
主
、
宗
教
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
っ
た
草
の
根
の
組
織

だ
っ
た
。
そ
こ
に
、
在
宅
保
育
労
働

者
や
大
学
の
非
常
勤
講
師
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
労
働
者
も
参
加
し
た
。

　

と
く
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
に
よ
る
運
動

に
対
す
る
支
援
活
動
の
影
響
が
大
き

い
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
商
業
会
議
所

や
国
際
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
・
チ
ェ
ー

ン
協
会
が
批
判
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

両
団
体
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
は
二

〇
一
三
年
に
一
一
八
〇
万
ド
ル
、
一

四
年
に
一
八
五
〇
万
ド
ル
の
資
金
を

投
じ
て
い
る
。

　

フ
ァ
ス
ト
・
フ
ー
ド
店
を
対
象
と

す
る
運
動
は
二
〇
一
二
年
か
ら
展
開

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
は
、
フ
ァ
ス

ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト

に
代
表
さ
れ
る
小
売
店
舗
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
賃
上
げ
要
求
運
動
が

開
始
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
同
様
に
、

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
従
業
員
を

組
織
す
る
労
働
組
合
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
―

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
が
支
援
を
し
て
い
る
。

　

経
営
者
団
体
は
、
賃
上
げ
要
求
運

動
に
現
役
従
業
員
が
ほ
と
ん
ど
参
加

し
て
い
な
い
こ
と
や
労
動
組
合
が
主

導
的
な
立
場
に
あ
る
こ
と
を
批
判
し

て
い
る
。
一
方
で
、
中
小
企
業
事
業

主
団
体
が
最
低
賃
金
引
き
上
げ
を
求

め
る
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
す
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
運
動
を
支
持
す
る
動

き
は
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
大
学
の
非
常
勤
講
師

の
運
動
へ
の
参
加
で
あ
る
。
非
常
勤

講
師
は
時
間
あ
た
り
賃
金
で
働
い
て

い
る
現
在
の
状
況
か
ら
、
一
年
間
一

コ
マ
の
講
義
に
つ
き
、
一
万
五
千
ド

ル
の
報
酬
を
求
め
て
い
る
。
大
学
の

非
常
勤
講
師
は
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
が
組
織
化

を
継
続
し
て
お
り
、
二
万
三
千
人
が

団
体
交
渉
権
を
得
た
。
運
動
は
全
米

レ
ベ
ル
に
拡
大
し
、
各
地
域
で
進
ん

で
い
る
州
別
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

【
参
考
資
料
】
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フ
ラ
ン
ス
の
公
的
年
金
制
度
は
、

主
に
満
額
受
給
に
必
要
な
保
険
料
拠

出
期
間
を
引
き
延
ば
す
措
置
が
近
年

の
改
革
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

平
均
寿
命
の
延
び
に
対
応
す
る
措
置

で
あ
る
が
、
職
種
間
で
平
均
余
命
に

大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
上
に
、
年
金

の
支
給
開
始
年
齢
時
点
の
健
康
状
態

も
大
き
く
異
な
る
。
そ
う
し
た
格
差

を
踏
ま
え
て
、
長
年
過
酷
な
労
働
に

従
事
し
た
者
を
対
象
と
し
て
、
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
年
金
支
給
開
始
年
齢

を
繰
り
上
げ
る
重
労
働
予
防
個
人
勘

定
制
度
が
二
〇
一
四
年
一
月
に
成
立

し
た
法
改
正
で
創
設
さ
れ
、
二
〇
一

五
年
一
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

制
度
創
設
の
背
景

　

フ
ラ
ン
ス
の
公
的
年
金
制
度
は
、

賦
課
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

近
年
、
赤
字
が
続
い
て
い
る
。
オ
ラ

ン
ド
政
権
は
、
公
的
年
金
制
度
の
赤

字
削
減
を
目
的
と
し
て
、
労
使
代
表

と
の
協
議
を
経
た
後
、
同
制
度
の
改

正
案
を
二
〇
一
三
年
九
月
に
閣
議
決

定
し
た
。
そ
の
後
、
国
会
審
議
な
ど

を
経
て
、『
公
的
年
金
制
度
の
将
来
及

び
公
正
を
保
証
す
る
法
律（
１
）』
が

成
立
し
た
（
二
〇
一
四
年
一
月
二
〇

日
公
布
）。

　

こ
の
改
正
で
、
年
金
を
満
額
受
給

す
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
拠
出
期

間（
２
）が
、
従
来
の
四
一
・
五
年
（
一

九
五
五
年
以
降
に
生
ま
れ
た
者
）
か

ら
、
段
階
的
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
二

〇
年
以
降
、
三
年
毎
に
１
四
半
期
延

長
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
二
〇
三
五
年

に
は
四
三
年
（
一
九
七
三
年
以
降
に

生
ま
れ
た
者
）
と
な
る
。

　

年
金
の
満
額
受
給
に
必
要
な
保
険

料
拠
出
期
間
の
延
長
や
公
的
年
金
の

支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
に
よ
る

就
労
年
数
の
増
加
で
、
雇
用
労
働
者

の
間
に
不
公
平
さ
が
拡
大
し
て
い
る
。

平
均
余
命
の
延
び
は
す
べ
て
の
職
種

で
み
ら
れ
る
が
、（
上
級
）
管
理
職
と

男
性
現
場
労
働
者（
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
）

の
間
で
大
き
な
開
き
が
み
ら
れ
る
か

ら
だ
。
国
立
統
計
経
済
研
究
所
（
Ｉ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

男
性
現
場
労
働
者（
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
）

は
男
性
の
（
上
級
）
管
理
職
と
比
べ

て
、
三
五
歳
時
点
で
の
平
均
余
命
が

六
・
三
年
短
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の

差
は
女
性
で
は
三
年
で
あ
る（
図
表
）。

ま
た
、
長
年
の
過
酷
な
労
働
の
影
響

で
更
な
る
就
労
が
難
し
い
労
働
者
や
、

健
康
不
良
の
状
態
で
年
金
支
給
開
始

年
齢
を
迎
え
る
労
働
者
の
こ
と
を
指

摘
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
職
業
階
級
間
の
年
金
受
給
期
間

の
平
均
余
命
の
違
い
に
よ
る
差
が
拡

大
し
て
き
て
い
る
た
め
、
平
均
余
命

が
あ
ま
り
延
び
て
い
な
い
労
働
者
の

救
済
措
置
と
し
て
、
受
給
開
始
時
期

を
繰
り
上
げ
る
重
労
働
予
防
個
人
勘

定
制
度
（C

om
pte personnel de 

prévention de la pénibilité

）
が

導
入
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
労
働

組
合
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
民
主
労
働

同
盟
（
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
）
が
導
入
を
求
め

て
い
た
制
度
で
あ
る（
３
）。

深
夜
や
高
気
圧
の
就
労
環
境

に
適
用

　

重
労
働
予
防
個
人
勘
定
制
度
は
、

重
労
働
に
従
事
し
た
雇
用
労
働
者
に

対
し
て
、
職
業
訓
練
や
短
時
間
労
働
、

公
的
年
金
の
受
給
開
始
の
繰
り
上
げ

が
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
措

置
で
あ
る
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
社
会
保
障
制

度
に
お
け
る
「
一
般
制
度
」
に
加
入

す
る
雇
用
労
働
者
（
主
に
民
間
企
業

に
勤
め
る
雇
用
労
働
者
、
農
業
部
門

も
含
む
）
で
、
そ
の
雇
用
形
態
は
有

期
、
無
期
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
季
節

労
働
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
が
、
雇

用
契
約
の
期
間
が
一
カ
月
以
上
の
者

で
あ
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
の
は
、

下
記
の
一
〇
項
目
（
た
だ
し
、
二
〇

一
五
年
は
、
下
記
の
①
～
④
の
四
項

目
の
み
）（
４
）に
該
当
す
る
重
労
働

に
従
事
し
た
者
で
あ
る
。

①
反
復
的
作
業

　

ベ
ル
ト
・
コ
ン
ベ
ア
ー
な
ど
に
よ

り
流
れ
て
く
る
機
械
に
部
品
の
取
り

付
け
や
加
工
を
行
う
作
業
に
お
い
て
、

一
回
の
サ
イ
ク
ル
が
一
分
以
下
の
場

合
や
、一
分
以
上
で
も
、一
分
間
に
三

〇
以
上
の
動
作
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
業
務
が
年
間
九
〇
〇
時
間
以
上
。

②
高
圧
下
で
の
業
務

　

一
二
〇
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
以
上

の
圧
力
の
か
か
る
環
境
で
の
労
働
が

年
間
六
〇
回
以
上
（
水
面
下
で
の
土

木
工
事
や
ト
ン
ネ
ル
掘
削
な
ど
）。

③
深
夜
勤
務

　

午
前
〇
時
か
ら
午
前
五
時
ま
で
の

間
に
少
な
く
と
も
一
時
間
の
就
労
が
、

一
年
間
で
一
二
〇
回
以
上
。

④
交
代
制
に
よ
る
深
夜
勤
務

　

交
代
で
の
深
夜
勤
務
（
午
前
〇
時

か
ら
午
前
五
時
ま
で
の
間
に
少
な
く

と
も
一
時
間
の
就
労
）
が
年
間
五
〇

回
以
上
。

（
二
〇
一
六
年
以
降
は
、
上
記
の
四

項
目
に
加
え
て
、
下
記
の
六
つ
の
項

目
が
加
わ
る
）

⑤
騒
音
の
あ
る
環
境
で
の
就
労

　

八
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
環
境
で
の

就
労
が
年
間
六
〇
〇
時
間
か
、
一
三

五
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
騒
音
が
年
間
一

二
〇
回
以
上
。

⑥
手
作
業
で
の
荷
物
の
運
搬
や
上
げ

下
ろ
し

　

一
五
㎏
以
上
の
荷
物
の
上
げ
下
ろ

し
や
二
五
〇
㎏
以
上
の
荷
物
の
牽
引

も
し
く
は（
後
か
ら
）推
進
、
一
〇
㎏

以
上
の
荷
物
を
持
っ
て
の
移
動
な
ど

の
作
業
が
年
間
六
〇
〇
時
間
以
上
。

⑦
極
端
な
温
度
の
環
境
で
の
就
労

　

摂
氏
五
度
以
下
、
ま
た
は
、
摂
氏

三
〇
度
以
上
で
の
就
労
が
年
間
九
〇

〇
時
間
以
上
。

⑧
体
に
負
担
の
か
か
る
姿
勢
で
の
就
労

　

し
ゃ
が
ん
だ
（
膝
を
つ
い
た
）
状

態
や
、
腕
を
肩
の
高
さ
以
上
に
上
げ

た
状
態
な
ど
の
作
業
が
年
間
九
〇
〇

時
間
以
上
。

⑨
機
械
的
振
動
の
あ
る
状
況
で
の
就
労

　

腕
や
手
に
か
か
る
振
動
加
速
度
が

	 図表　平均余命の職種間格差（2000 年～ 2008 年）	 （単位：年）

資料出所：INSEE公表資料（BLANPAIN Nathalie, 2011）等より作成
注）格差（１）：上級管理職者とブルーカラー労働者の差、格差（２）：男性／女性平均とブルーカラー労働者の差

フ
ラ
ン
ス

重
労
働
予
防
個
人
勘
定
制
度
の
創
設
―

―
年
金
支
給
開
始
に
関
す
る
就
労
環
境

間
格
差
解
消
の
た
め
に

 上級管理職 専門職 農業者 独立自営業者等 雇用労働者 ブルーカラー労働者 平均 格差（１） 格差（２）

男性 47.2 45.1 44.6 44.8 42.3 40.9 42.8 6.3 1.9

女性 51.7 51.2 49.6 50.3 49.9 48.7 49.4 3.0 0.7
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二
・
五
ｍ
／
秒²
以
上
、
ま
た
は
、
全

身
に
か
か
る
振
動
加
速
度
が
〇
・
五 

ｍ
／
秒²
以
上
の
状
況
で
、
年
間
四
五

〇
時
間
以
上
。

⑩
危
険
化
学
物
質
を
取
り
扱
う
業
務

　

有
害
化
学
物
質
に
接
す
る
就
労

（
そ
の
量
な
ど
は
、
省
令
で
定
め
ら

れ
る
）。

　

上
記
の
項
目
の
う
ち
、
一
つ
の
重

労
働
に
当
て
は
ま
る
場
合
、
二
〇
一

五
年
か
ら
、年
間
四
ポ
イ
ン
ト（
通
年

で
就
労
し
な
か
っ
た
者
の
場
合
、
１

四
半
期
に
つ
き
一
ポ
イ
ン
ト
）、
複

数
に
当
て
は
ま
る
場
合
、
年
間
八
ポ

イ
ン
ト
（
同
じ
く
、
通
年
で
就
労
し

な
か
っ
た
者
の
場
合
、
１
四
半
期
に

つ
き
二
ポ
イ
ン
ト
）
が
付
与
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
生
涯
で
一
〇
〇
ポ
イ
ン
ト

の
付
与
が
上
限
と
な
る
。
な
お
、
こ

の
重
労
働
個
人
勘
定
は
、
転
職
し
た

り
失
業
し
た
り
し
て
も
保
持
さ
れ
る
。

　

付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
、

二
〇
一
六
年
以
降
、
職
業
訓
練
の
受

講
や
労
働
時
間
短
縮
、
公
的
年
金
の

受
給
開
始
年
の
前
倒
し
が
可
能
と
な

る
。
職
業
訓
練
の
受
講
で
は
一
ポ
イ

ン
ト
あ
た
り
、
二
五
時
間
受
講
で
き

る
。

　

賃
金
を
維
持
し
た
上
で
労
働
時
間

を
短
縮
す
る
措
置
も
あ
り
、
一
〇
ポ

イ
ン
ト
で
、
１
四
半
期
の
間
、
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
労
働
（m

i-tem
ps

）
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
は
一

〇
ポ
イ
ン
ト
毎
で
、
最
高
８
四
半
期

が
上
限
と
な
る
。
公
的
年
金
の
受
給

開
始
を
前
倒
し
す
る
措
置
で
は
、
一

〇
ポ
イ
ン
ト
で
、
１
四
半
期
、
前
倒

し
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

一
〇
ポ
イ
ン
ト
毎
の
利
用
で
、
上
限

は
最
高
８
四
半
期
ま
で
、
前
倒
し
は

五
五
歳
以
降
に
限
ら
れ
る（
５
）。
な

お
、
最
初
に
獲
得
し
た
二
〇
ポ
イ
ン

ト
は
、
職
業
訓
練
に
利
用
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、

一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
六
二
年
の
間

に
生
ま
れ
た
（
二
〇
一
五
年
一
月
一

日
時
点
で
五
二
歳
以
上
五
五
歳
未

満
）
雇
用
労
働
者
の
場
合
、
最
初
の

一
〇
ポ
イ
ン
ト
を
職
業
訓
練
に
利
用

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
一
九

六
〇
年
以
前
に
生
ま
れ
た
者
（
二
〇

一
五
年
一
月
一
日
時
点
で
五
五
歳
以

上
）
に
は
こ
の
制
限
は
な
い
。
職
業

訓
練
の
受
講
、
労
働
時
間
の
短
縮
、

公
的
年
金
の
受
給
開
始
の
前
倒
し
は
、

そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
せ
て
ポ
イ
ン
ト

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る（
６
）。

　

こ
の
制
度
は
、
職
業
訓
練
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
重
労
働
で
な
い
職

種
で
の
就
業
を
促
し
、
労
働
時
間
の

短
縮
や
年
金
受
給
の
繰
り
上
げ
に

よ
っ
て
重
労
働
を
軽
減
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
重
労
働
を
原
因
と
し
た
心

身
の
衰
弱
を
予
防
す
る
意
図
が
背
景

に
あ
る
。

財
源
お
よ
び
適
用
対
象
者
数

の
予
測

　

こ
の
制
度
の
予
算
は
、
二
〇
一
五

年
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
の
期
間
で

年
間
一
・
五
五
億
ユ
ー
ロ
の
費
用（
四

年
間
の
平
均
、
そ
の
う
ち
〇
・
一
四

億
ユ
ー
ロ
が
事
務
費
）
が
か
か
る
と

試
算
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る（
７
）。

財
源
は
、
上
記
の
重
労
働
を
定
義
す

る
項
目
に
い
く
つ
該
当
す
る
か
に

よ
っ
て
雇
用
主
が
負
担
す
る
。
一
項

目
の
場
合
、
従
業
員
の
労
務
費
（
重

労
働
と
判
断
さ
れ
る
基
準
を
超
え
る

従
業
員
の
賃
金
）
の
〇
・
二
％
（
二

〇
一
五
年
と
二
〇
一
六
年
は
〇
・

一
％
）（
８
）、
複
数
の
項
目
の
重
労

働
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
同
〇
・

四
％
（
同
、
〇
・
二
％
）
と
な
る
。

ま
た
、
二
〇
一
七
年
以
降
は
、
す
べ

て
の
民
間
企
業
に
お
い
て
、
総
労
務

費
の
〇
・
〇
一
％
が
雇
用
主
か
ら
徴

収
さ
れ
る（
９
）。

　

政
府
は
、
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ

る
重
労
働
に
従
事
し
て
い
る
雇
用
労

働
者
数
は
、
二
〇
一
五
年
で
お
よ
そ

一
〇
〇
万
人(

二
〇
一
五
年
は
、
四

項
目
の
み
の
た
め)

、
二
〇
一
六
年

以
降
は
三
〇
〇
万
人
に
な
る
見
込
み

と
し
て
い
る（
10
）。

経
営
者
の
反
発

　

こ
の
重
労
働
予
防
個
人
勘
定
制
度

の
施
行
に
対
し
て
、
企
業
経
営
者
は
、

直
接
的
コ
ス
ト
（
労
務
費
）
の
増
加

や
事
務
作
業
の
増
加
な
ど
を
懸
念
し

て
い
る
。
行
政
当
局
が
柔
軟
に
対
応

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
も
あ
る
。
そ
の
上
、
重
労
働
の
中

に
は
測
定
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
た

め
、
特
定
の
仕
事
が
重
労
働
で
あ
る

か
ど
う
か
の
認
定
に
関
し
て
、
従
業

員
と
使
用
者
で
見
解
が
異
な
る
場
合
、

係
争
に
発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と

恐
れ
る
声
も
あ
る（
11
）。

　

経
営
者
団
体
・
フ
ラ
ン
ス
企
業
運

動
（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）
は
、
企
業
経
営

者
に
と
っ
て
「
複
雑
極
ま
り
な
い
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
」
で
「
適
用
不
可
能
な

制
度
」で
あ
り「
憂
慮
す
べ
き
事
態
」

と
し
て
、
完
全
な
廃
止
を
求
め
て
い

る（
12
）。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ド
大
統
領

が
掲
げ
る
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
に

反
す
る
と
非
難
し
て
い
る
。
昨
年
一

二
月
一
日
に
は
、
重
労
働
予
防
個
人

勘
定
制
度
の
導
入
な
ど
現
政
権
の
政

策
に
反
対
す
る
経
営
者
団
体
・
中
小

企
業
経
営
者
総
連
盟（
Ｃ
Ｇ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
）

の
抗
議
活
動
が
フ
ラ
ン
ス
各
地
で
行

わ
れ
、
パ
リ
で
は
六
〇
〇
〇
人
、

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
で
は
四
〇
〇
〇
人
の

経
営
者
が
参
加
し
た（
13
）。
こ
の
よ

う
に
、
重
労
働
予
防
個
人
勘
定
制
度

は
開
始
さ
れ
た
が
、
経
営
者
団
体
の

反
発
も
強
く
、
制
度
の
先
行
き
は
不

透
明
で
あ
る
。

［
注
］

１　

Loi n°2014-40 du 20 janvier 2014 
garantissant l'avenir et la justice du 
systèm

e de retraites

２　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
公
的
年
金
支
給
開

始
年
齢
（
六
二
歳
へ
引
き
上
げ
中
）
に

達
し
た
者
は
公
的
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
が
、
満
額
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
拠
出
期

間
（
出
産
休
暇
や
失
業
中
の
「
み
な
し

期
間
」
も
含
む
）
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
、
年
金
が
減
額
さ
れ
る
。

３　

各
種
報
道
に
よ
る
。
例
え
ば
、Les 

Echos, Pénibilité : la loi à l'épreuve du 
terrain, 9 février 2015

４　

各
項
目
の
詳
細
な
基
準
は
、
政
令

D
écret n° 2014-1159 du 9 octobre 2014 

relatif à l'exposition des travailleurs à 
certain

s facteu
rs d

e risq
u

e 
professionnel au-delà de certains seuils 
de pénibilité et à sa traçabilité

に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

５　

雇
用
労
働
者
は
、
二
〇
一
六
年
以
降
、

重
労
働
予
防
個
人
勘
定
制
度
の
公
式
ペ
ー

ジ（http://w
w

w.preventionpenibilite.fr/

）

で
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
の
管
理
（
ポ
イ

ン
ト
確
認
や
利
用
）
を
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

６　

た
と
え
ば
、
職
業
訓
練
を
受
け
た
後

に
一
定
期
間
就
労
し
、
そ
の
後
、
労
働

時
間
を
短
縮
し
た
上
で
、
公
的
年
金
の

受
給
開
始
を
前
倒
し
す
る
と
い
う
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

７　

厚
生
・
女
性
権
利
省
発
行
の
重
労
働

予
防
個
人
勘
定
に
関
す
る
概
要
（ « 

Présentation du com
pte personnel de 

prévention de la pénibilité »,  octobre 
2014

）
の
Ｐ
13
参
照
。

８　

実
際
の
徴
収
は
、
翌
年
に
行
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
二
〇
一
五
年
分
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
六
年
に
徴
収
さ
れ
る
。

９　

企
業
の
負
担
は
二
〇
一
七
年
以
降
、

重
く
な
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
七
年
に

大
統
領
選
挙
お
よ
び
国
民
議
会
選
挙
が

あ
り
、
そ
の
後
に
、
企
業
負
担
を
重
く

す
る
と
い
う
政
治
的
判
断
が
働
い
て
い

る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
（
既
述
の
よ

う
に
、
二
〇
一
七
年
分
の
徴
収
は
、
二

〇
一
八
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
）。

10　

前
掲
厚
生
・
女
性
権
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省
発
行
資
料

の
Ｐ
８
参
照
。

11　

 L
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12　
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13　

 L
e Figaro, E
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m
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bre 2014
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